
＊ 戸 籍 の 窓 ＊ ３.２１～４.２０ 届出

う ぶ ご え
地 区 名 � 大 字 名 � 氏　　名� 保護者�たんじょう日

両　津

〃

〃

〃

〃

〃

〃

相　川

〃

佐和田

〃

〃

〃

〃

〃

両津湊

加茂歌代

下久知

加茂歌代

吾潟

加茂歌代

上横山

相川塩屋町

相川炭屋町

長木

上矢馳

鍛冶町

中原

中原

東大通

亮介

友典

久

崇憲

卓也

力

秀次

栄一

隆

孝

守朗

奨

寛志

真四郎

恭一

（みづき）

（しゅうま）

（あい）

（れい）

（さくら）

（きらり）

（いぶき）

（いぶき）

（しょう）

（はな）

（あやね）

（あさひ）

（たかし）

（ゆうぞう）

（げんき）

3.12

3.19

3.19

3.23

3.24

3.27

4.04

3.25

4.09

3.16

3.22

4.01

4.02

4.08

4.06

野　口　美　月

佐　藤　秀　磨

末　武　　　愛

菊　池　　　禮

北　見　さくら

本　間　　　光

佐　藤　泉　吹

岩　部　伊　吹

城　鳥　　　祥

鈴　木　初　菜

磯　部　彩　寧

森　谷　　　旭

川　島　天　志

桑　野　優　蔵

渡　邉　元　気

佐和田

〃

〃

金　井

〃

〃

〃

新　穂

〃

畑　野

〃

〃

真　野

羽　茂

〃

赤　泊

山田

東大通

河原田諏訪町

千種

千種

千種

千種

新穂潟上

下新穂

小倉

三宮

畑野

吉岡

羽茂本郷

羽茂本郷

下川茂

栄一郎

誠一郎

智幸

洋輔

富美也

正博

悟

貴之

彰

盛彦

大輔

広之

一也

浩三

久司

奉則

（ようしろう）

（れいな）

（かける）

（ゆうき）

（ひなた）

（わかな）

（たかひろ）

（まなと）

（えいしん）

（はると）

（ようすけ）

（りゅうと）

（はな）

（ななみ）

（いぶき）

（はる）

4.17

4.07

4.07

3.20

3.21

3.21

3.30

3.25

4.05

3.17

4.03

4.07

4.03

4.03

4.10

3.28

滝　　　陽士郎

齋　藤　麗　菜

山　闢　翔　琉

橘　　　優　木

座　主　陽　葵

金　子　和佳菜

鼻　崎　貴　大

齋　藤　真　翔

引　野　瑛　心

余　湖　晴　仁

金　森　洋　輔

田　中　龍　翔

末　武　は　な

本　間　七　海

闍　椿　伊　吹

城　家　　　遙

※掲載について都合の悪い場合は市民課戸籍係へお申し出ください。なお敬称は省略します。※保護者やご遺族などの承諾を得て掲載しています。

両　津

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

相　川

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

佐和田

〃

〃

〃

〃

両津夷

春日

原黒

原黒

加茂歌代

梅津

椿

加茂歌代

馬首

梅津

赤玉

羽吉

吾潟

旭

梅津

原黒

両津湊

両津夷

赤玉

浜田

加茂歌代

真木

北狄

姫津

橘

北立島

小田

橘

下相川

橘

八幡町

河原田本町

沢根五十里

沢根町

沢根篭町

77

89

83

69

77

78

88

96

75

88

79

72

85

79

87

82

75

88

83

81

90

77

77

72

71

71

89

87

68

78

74

77

74

85

97

3.21

3.21

3.21

3.22

3.24

3.24

3.24

3.25

3.25

3.26

3.26

3.28

3.30

3.30

4.01

4.06

4.09

4.08

4.07

4.11

4.15

4.16

3.21

3.22

3.25

3.25

3.27

4.10

4.14

4.19

3.23

3.24

3.24

3.26

4.07

佐和田

金　井

〃

〃

〃

〃

〃

〃

新　穂

〃

〃

〃

畑　野

〃

〃

真　野

〃

〃

〃

〃

〃

〃

小　木

〃

〃

羽　茂

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

赤　泊

〃

〃

八幡

大和

泉

平清水

千種

水渡田

金井新保

大和

新穂田野沢

新穂瓜生屋

新穂皆川

新穂瓜生屋

畉田

宮川

畑野

真野新町

吉岡

背合

真野

名古屋

吉岡

吉岡

小木町

小木木野浦

小木町

羽茂村山

羽茂本郷

羽茂大石

羽茂本郷

羽茂本郷

羽茂大石

羽茂大石

羽茂本郷

羽茂本郷

三川

下川茂

赤泊

78

82

100

86

84

93

84

75

82

69

82

74

78

85

88

61

81

93

96

74

75

92

65

93

77

79

79

84

85

72

88

48

89

75

76

81

77

4.14

3.30

4.03

4.04

4.11

4.11

4.18

4.16

3.24

3.30

4.12

4.15

3.23

3.24

3.26

3.26

3.27

4.01

4.05

4.07

4.09

4.18

3.21

3.29

4.06

3.21

3.24

3.25

3.29

3.31

4.10

4.10

4.17

4.15

3.30

4.09

4.19

後　藤　昭　平

　　藤　　　一

本　間　ト　リ

西　山　次　市

浅　島　タ　ヅ

岩　崎　友　江

仲　川　正　治

林　　　義　則

遠　藤　千　歳

坂　野　源　次

雑　賀　一　正

霍　間　三　雄

本　間　ヨ　シ

猪　股　フサヲ

加　藤　龍　治

富　田　サ　ク

　　林　　太郎

金　子　久　夫

鶴間　兵　エ門

平　野　長太郎

本　間　タ　ヘ

中　川　　治郎

本　間　勝　巳

中野尾　フ　キ

中　川　孝　治

木　下　タ　ツ

寺　尾　　　勝

門　　　テ　イ

闍　橋　　　秀

平　間　俊　雄

坊ケ澤　フ　デ

本　間　純　夫

大　場　忠　平

若　林　　　司

本　間　泰　江

岩　間　健太郎

闍　野　タツヱ

お く や み
地 区 名 � 大 字 名 � 氏　　名� 年　齢� ご命日

小　池　　　浩

木　村　フ　ジ

本　間　作　治

藤　井　和　義

渡　邊　三　男

闍　橋　　　勝

市　橋　ト　メ

榎　　　タ　カ

　　我　キクノ

市　橋　茂　策

木　村　一　雄

闍　橋　政　明

葉　梨　シ　ヅ

土　屋　昭　二

平　田　トシイ

藤　井　正　男

北　　　キミヨ

中　村　八　郎

松　川　　　覺

　　口　ハ　ツ

岩　原　ウ　メ

田　中　弥代松

北　見　若　松

白　霖　ミツヱ

岩　下　明ノ進

田　畑　熊次郎

本　間　ト　セ

宇留間　シズヱ

中　村　　　實

村　田　ユ　キ

計　良　一　雄

佐　野　　　貞

金　子　正　一

中　島　チ　ヨ

池　田　タ　キ
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アメリカのこと、留学のこと E-mail ください ALT通信

○
東
京
に
い
て
、い
ご
ね
り
、な
め
ぜ

豆
腐
そ
れ
に
佐
渡
産
の
天
然
鰤
、鰤

の
に
ぎ
り
寿
司
、飛
魚
の
さ
つ
ま
揚
げ
、

す
け
そ
う
汁
、野
菜
の
煮
し
め
、蕗

と
筍
の
田
舎
煮
、梅
貝
う
ま
煮
、行

者
に
ん
に
く
た
ま
り
漬
な
ど
佐
渡

名
産
の
数
々
を
賞
味
し
、佐
渡
の
銘

酒
を
嗜
む
「
第
９
回
佐
渡
う
め
え
も

ん
会
」
が
、３
月
26
日（
日
）の
正
午
か

ら
信
濃
町
駅
の
近
く
の
ジ
ョ
ン
万
次

郎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、好
天
に
も
恵
ま
れ
、１
２

０
人
を
超
え
る
出
席
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
中
に
は
家
族
全
員
で
参
加
し

た
家
族
も
あ
り
、佐
渡
に
い
た
当
時

に
「
お
袋
が
作
っ
て
く
れ
た
料
理
と

味
だ
」
と
お
孫
さ
ん
に
語
っ
て
い
た
人

も
い
ま
し
た
。
会
の
途
中
で
は
、調
理

人
に
よ
る
、大
き
な
鰤
の
解
体
シ
ョ
ー

や
、民
謡
団
体
の
出
演
も
あ
っ
て
、ふ

る
さ
と
佐
渡
の
味
と
目
を
楽
し
む
こ

と
が
出
来
た
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　
会
の
最
後
は
、会
場
一
杯
、輪
に
な

り
、参
加
者
全
員
で
佐
渡
お
け
さ
を

踊
り
、再
会
を
誓
っ
て
４
時
過
ぎ
に

散
会
し
ま
し
た
。

○
首
都
圏
佐
渡
連
合
会
と
佐
渡
市

東
京
事
務
所
で
は
首
都
圏
在
住
の

佐
渡
出
身
者
が
年
に
一
回
は
全
員
里

帰
り
を
し
ま
し
ょ
う
と
の
運
動
を
展

開
し
、佐
渡
の
賑
わ
い
に
華
を
添
え

よ
う
と
佐
渡
市
役
所
と
知
恵
を
絞

っ
て
い
る
最
中
で
す
。

　はじめまして。　

　アメリカのカリフォルニアから来たイーオンと申します。　　

　去年の七月に佐渡に来ましたが実は、私は5年前1回佐渡に

来たことがあります。その時私は高校生でした。何かアドべンチ

ャーみたいなことをしたかったので、留学をしようと思って一年間

新潟に留学しました。　

　その一年間日本語を習って、いろんな経験ができてとても楽し

かったです｡　　

　そして「アメリカに帰ってもまた絶対日本に戻る」とその時決

めました｡今回私は生徒ではなくて先生になっていました。真野

の保育園、小学校、中学校、西三川小、笹川分校、野浦、両尾、

片野尾の全部で九つの

学校で教えています。佐

渡の子供はとてもいい

子で楽しいです｡英語だ

けじゃなく、アメリカの文

化も自分の経験も教えた

いと思います。私は新潟

に留学した時、違う国と

違う生活の経験が出来てとてもよかったと思います。そして佐

渡の皆さん、特に今の中学生が高校生になったら留学してほし

いです。もちろんその国の言語を習うけれど、それよりも、違う国

に友達が出来て、違う生活を経験して、違う国の事を理解出来

てすごくいいチャンスだと思います。

　ALTとして、佐渡に選ばれてよかったです。景色もいいし、人

もとても親切でとてもいい所だと思います。私は佐渡にいる間に

いろんな経験をしたいと思います。真野に来てから、剣道を習

い始めました。面白いと思います。真野の桜マラソンも参加しま

した。走るのはあまり得意じゃないけど佐渡にいるからいろんな

ことをやってみたかった。次は佐渡ロングライドに参加したいと

思います。

　私はいろんな事に対して興味はたくさん持っていますが、趣

味はドラムをたたく事と写真をとる事です｡去年のクリスマスに

サンタさんからドラムセットをもらいました。今頑張って練習をし

ています。６月に友達とコンサートをやりたいと思っています。時

間があればぜひ見に来てください。

乕もしアメリカのこと、留学のこと、なんで

も質問があれば、E-mail ください。

【Aeon Wood　イーオン ウッド】
蘆E-mail : Aeon2000@gmail.com

【留学のプログラム：A. F. S. Japan
　　　　　エイ・エフ・エス 日本協会】
蘆http://www.afs.or.jp/
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市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

■発行・編集　佐渡市役所　総務部秘書課広報広聴係　佐渡市千種232番地　　　　　 　■発行日　平成18年5月15日　
　  TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300 　ホームページアドレス http://www.city.sado.niigata.jp

この広報は古紙パルプ配合率100％再生紙を使用しています。

市の面積855.10裄（平成16年10月1日）　市の海岸線281.7㎞（平成16年3月31日）

～佐渡花の島プロジェクト実行委員会より～

　第3回佐渡花の島フォトコンテスト入賞作品のお知らせを4月当初に配布いたしましたが、次の作品に

ついて、作者・題名等に誤りがあり、多数のご迷惑をお掛けしました。この紙面を借りて、改めて紹介します。

――入選――　
「ようこそ大野亀へ」
山本圭子　（佐渡市）

―― 新潟県建設業協会佐渡支部 ――

「カンゾウの咲く丘」　
熊谷良子　（新潟市）

　４月１５日～１６日に「小木・直

江津航路存続活性化運動」の

一環として、高田公園花見ツア

ーが実施されました。

　この日は、小木地区を中心に

１２２名の参加者のほか芸能部門で赤泊「御番所太鼓の会」

９名が出演しました。グループでの参加が多く、グループ同

士の交流や親睦の輪が船内に花を咲かせました。

　佐渡からはこの一週間前にも高田城址公園での市民

観桜神輿渡御に、小木の御輿グループ「べたなぎ会」が神

輿交流に出かけています。

　上越は天候も良く、桜の花が満開でそのライトアップが更

に美しさを数倍に増幅して最高の夜景を楽しむことができ

ました。途中、ＪＲの電車

の中や駅前などで一生

懸命に花見イベントのパ

ンフレット等を配布してい

る姿や街の飾り付けに

市民が一体となった雰

囲気にこのイベントの歴

史を感じさせられました。

　上越市長はじめ観光関係者の方々、昨年小木直江津

間の遠泳に参加された方々など沢山の人が直江津港や

高田城址公園までわざわざ足を運んでいただきました。今

回は、いろいろな交流を深める事ができまた来年もとの声

が数多く聞かれるツアーとなりました。

み  こし   と   ぎょ


